
JP 2011-511810 A5 2012.4.5

10

20

30

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成24年4月5日(2012.4.5)

【公表番号】特表2011-511810(P2011-511810A)
【公表日】平成23年4月14日(2011.4.14)
【年通号数】公開・登録公報2011-015
【出願番号】特願2010-546107(P2010-546107)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 209/32     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/28     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  15/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/30     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4045   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 209/32    ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｐ   3/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/18    　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/08    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/28    　　　　
   Ａ６１Ｐ  15/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/30    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/00    １７１　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１４　
   Ａ６１Ｋ  31/4045  　　　　

【手続補正書】
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【手続補正１】
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構造式Ｉであらわされる化合物
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【化１０３】

　〔式中、
　Ａは、Ｃ１～Ｃ４アルキレン、Ｃ２～Ｃ４アルケニレンまたはＣ２～Ｃ４アルキニレン
であり；
　Ｒ１およびＲ２は、それぞれの場合について独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２

～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、
Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルは、場合により、１～３個の置換基で
置換されており、これらの置換基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ
、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８

アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホ
ルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択され；
　Ｒ３は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニル
であり、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキ
ニルは、場合により、１～３個の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ
独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ

２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）ア
ミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択さ
れるか；または、Ｒ３は、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ＣＯＯ
Ｈ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミ
ノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノおよびジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から選
択され；
　Ｒ４は、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであ
り、これらはそれぞれ、場合により、１～３個の置換基で置換されており、これらの置換
基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－
ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ

８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミルおよびＣＯＯＨからなる
群から選択されるか；または、Ｒ４は、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ヒド
ロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１

～Ｃ８アルキルアミノ、およびジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から選択され
；
　Ｒ５は、１～３個の置換基をあらわし、これらの置換基は、それぞれ独立して、Ｃ１～
Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルおよびＣ２～Ｃ８アルキニルからなる群から選択さ
れ、これらはそれぞれ、場合により、１～３個の置換基で置換されており、これらの置換
基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－
ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、およびジ（Ｃ

１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から選択されるか；または
　Ｒ５は、１～３個の置換基をあらわし、これらの置換基は、それぞれ独立して、ハロゲ
ン、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ＣＯＯＨ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アル
コキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、
およびジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から選択され；
　Ｒ６は、ＦまたはＯＲ７であり；



(3) JP 2011-511810 A5 2012.4.5

　Ｒ７は、１～３個の置換基で場合により置換されたＣ１～Ｃ８アルキルであり、これら
の置換基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシ
ル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ

１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨ
からなる群から選択される。〕
またはその医薬的に許容される塩。
【請求項２】
Ｒ１が、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり
、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルの
それぞれの炭素が、２個以下の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ独
立して、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）ア
ルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～
Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択される、請求項
１に記載の化合物。
【請求項３】
Ｒ２が、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり
、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルの
それぞれの炭素が、２個以下の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ独
立して、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）ア
ルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～
Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択される、請求項
１に記載の化合物。
【請求項４】
Ｒ１およびＲ２が、両方ともＣ１～Ｃ８アルキルである、請求項１に記載の化合物。
【請求項５】
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、１～３個の置換基で置換されたＣ１～Ｃ８アルキルであり
、少なくとも１個の置換基がハロゲン（例えばフッ素）である、請求項１に記載の化合物
。
【請求項６】
Ｒ３が水素である、請求項１に記載の化合物。
【請求項７】
Ｒ３が、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり
、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルの
それぞれの炭素が、２個以下の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ独
立して、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）ア
ルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～
Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択される、請求項
１に記載の化合物。
【請求項８】
Ｒ４が、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり
、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルのそれぞれ
の炭素が、２個以下の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ独立して、
シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、
アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アル
キルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択される、請求項１に記載
の化合物。
【請求項９】
Ｒ５が、１～３個の置換基をあらわし、これらの置換基が、それぞれ独立して、Ｃ１～Ｃ

８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルからなる群から選択され
、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルのそれぞれ
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の炭素が、２個以下の置換基で置換されており、これらの置換基が、それぞれ独立して、
シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、
アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アル
キルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択される、請求項１に記載
の化合物。
【請求項１０】
Ｒ６がＯＲ７であり、そしてＲ７が、Ｃ１～Ｃ８アルキルであり、ここで、該Ｃ１～Ｃ８

アルキルのそれぞれの炭素が、２個以下の置換基で置換されており、これらの置換基が、
それぞれ独立して、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２

～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミ
ノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択され
る、請求項１に記載の化合物。
【請求項１１】
構造式ＩＩであらわされる化合物

【化１１１】

　〔式中、
　Ａは、Ｃ１～Ｃ４アルキレン、Ｃ２～Ｃ４アルケニレンまたはＣ２～Ｃ４アルキニレン
であり；
　Ｒ１およびＲ２は、それぞれの場合について独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２

～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、
Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルは、場合により、１～３個の置換基で
置換されており、これらの置換基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ
、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８

アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホ
ルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択され；
　Ｒ３は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニル
であり、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキ
ニルは、場合により、１～３個の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ
独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ

２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）ア
ミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択さ
れるか；または、Ｒ３は、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ＣＯＯ
Ｈ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミ
ノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノおよびジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から選
択され；
　Ｒ４は、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであ
り、これらはそれぞれ、場合により、１～３個の置換基で置換されており、これらの置換
基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－
ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ

８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミルおよびＣＯＯＨからなる
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群から選択されるか；または、Ｒ４は、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ヒド
ロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１

～Ｃ８アルキルアミノ、およびジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から選択され
；
　Ｒ５は、１～３個の置換基をあらわし、これらの置換基は、それぞれ独立して、Ｃ１～
Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルおよびＣ２～Ｃ８アルキニルからなる群から選択さ
れ、これらはそれぞれ、場合により、１～３個の置換基で置換されており、これらの置換
基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－
ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、およびジ（Ｃ

１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から選択されるか；または
　Ｒ５は、１～３個の置換基をあらわし、これらの置換基は、それぞれ独立して、ハロゲ
ン、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ＣＯＯＨ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アル
コキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、
およびジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から選択され；
　Ｒ６は、ＯＰ（Ｏ）（ＯＨ）２、ＯＨ、ＯＣ（Ｏ）Ｒ７、ＯＳＯ２ＯＨ、ＳＯ２ＮＨ２

またはＯＲ７であり；
　Ｒ７は、１～３個の置換基で場合により置換されたＣ１～Ｃ８アルキルであり、これら
の置換基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシ
ル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ

１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨ
；フェニル、アラルキルまたはベンジルからなる群から選択され；
　但し、Ｒ５がヒドロキシである場合、Ｒ６は、ヒドロキシでもなく、アルコキシでもな
い。〕
またはその医薬的に許容される塩。
【請求項１２】
構造式ＩＩＩであらわされる化合物
【化１１３】

　〔式中、
　Ａは、Ｃ１～Ｃ４アルキレン、Ｃ２～Ｃ４アルケニレンまたはＣ２～Ｃ４アルキニレン
であり；
　Ｒ１およびＲ２は、それぞれの場合について独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２

～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、
Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルは、場合により、１～３個の置換基で
置換されており、これらの置換基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ
、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８

アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホ
ルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択され；
　Ｒ３は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニル
であり、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキ
ニルは、場合により、１～３個の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ
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独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ

２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）ア
ミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択さ
れるか；または、Ｒ３は、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ＣＯＯ
Ｈ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミ
ノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノおよびジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から選
択され；
　Ｒ４は、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであ
り、これらはそれぞれ、場合により、１～３個の置換基で置換されており、これらの置換
基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－
ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ

８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミルおよびＣＯＯＨからなる
群から選択されるか；または、Ｒ４は、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ヒド
ロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１

～Ｃ８アルキルアミノ、およびジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から選択され
；
　Ｒ５は、１～３個の置換基をあらわし、これらの置換基は、それぞれ独立して、Ｃ１～
Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルおよびＣ２～Ｃ８アルキニルからなる群から選択さ
れ、これらはそれぞれ、場合により、１～３個の置換基で置換されており、これらの置換
基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－
ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、およびジ（Ｃ

１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から選択されるか；または
　Ｒ５は、１～３個の置換基をあらわし、これらの置換基は、それぞれ独立して、ハロゲ
ン、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ＣＯＯＨ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アル
コキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、
およびジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から選択され；
　Ｒ６は、ＯＰ（Ｏ）（ＯＨ）２、ＯＨ、ＯＣ（Ｏ）Ｒ７、ＯＳＯ２ＯＨ、ＳＯ２ＮＨ２

またはＯＲ７であり；
　Ｒ７は、１～３個の置換基で場合により置換されたＣ１～Ｃ８アルキルであり、これら
の置換基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシ
ル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ

１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨ
；フェニル、アラルキルまたはベンジルからなる群から選択される。〕
またはその医薬的に許容される塩。
【請求項１３】
構造式ＩＶであらわされる化合物
【化１１５】

　〔式中、
　Ａは、Ｃ１～Ｃ４アルキレン、Ｃ２～Ｃ４アルケニレンまたはＣ２～Ｃ４アルキニレン
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であり；
　Ｒ１およびＲ２は、それぞれの場合について独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２

～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、
Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルは、場合により、１～３個の置換基で
置換されており、これらの置換基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ
、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８

アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホ
ルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択され；
　Ｒ３は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニル
であり、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキ
ニルは、場合により、１～３個の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ
独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ

２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）ア
ミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択さ
れるか；または、Ｒ３は、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ＣＯＯ
Ｈ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミ
ノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノおよびジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から選
択され；
　Ｒ４は、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであ
り、これらはそれぞれ、場合により、１～３個の置換基で置換されており、これらの置換
基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－
ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ

８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミルおよびＣＯＯＨからなる
群から選択されるか；または、Ｒ４は、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ヒド
ロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１

～Ｃ８アルキルアミノ、およびジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から選択され
；
　Ｒ５は、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであ
り、これらはそれぞれ、場合により、１～３個の置換基で置換されており、これらの置換
基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－
ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、およびジ（Ｃ

１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から選択されるか；または
　Ｒ５は、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ＣＯＯＨ、ヒドロキシ
、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８

アルキルアミノ、またはジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノであり；
　Ｒ８は、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ＣＯＯＨ、ヒドロキシ
、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８

アルキルアミノ、またはジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノであり；
　ｎは、０、１または２である。〕
またはその医薬的に許容される塩。
【請求項１４】
式Ｖを有する化合物
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【化１１７】

　〔式中、
　Ａは、Ｃ１～Ｃ４アルキレン、Ｃ２～Ｃ４アルケニレンまたはＣ２～Ｃ４アルキニレン
であり；
　Ｒ１およびＲ２は、それぞれの場合について独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２

～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、
Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルは、場合により、１～３個の置換基で
置換されており、これらの置換基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ
、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８

アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホ
ルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択され；
　Ｒ３は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニル
であり、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキ
ニルは、場合により、１～３個の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ
独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ

２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）ア
ミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択さ
れるか；または、Ｒ３は、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ＣＯＯ
Ｈ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミ
ノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノおよびジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から選
択され；
　Ｒ４は、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであ
り、これらはそれぞれ、場合により、１～３個の置換基で置換されており、これらの置換
基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－
ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ

８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミルおよびＣＯＯＨからなる
群から選択されるか；または、Ｒ４は、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ヒド
ロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１

～Ｃ８アルキルアミノ、およびジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から選択され
；
　Ｒ５は、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであ
り、これらはそれぞれ、場合により、１～３個の置換基で置換されており、これらの置換
基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－
ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、およびジ（Ｃ

１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から選択されるか；または
　Ｒ５は、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ＣＯＯＨ、ヒドロキシ
、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８

アルキルアミノ、またはジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノであり；
　Ｒ８は、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ＣＯＯＨ、ヒドロキシ
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、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８

アルキルアミノ、またはジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノであり；
　ｎは、０、１または２である。〕
またはその医薬的に許容される塩を含む、医薬組成物。
【請求項１５】
式ＶＩを有する化合物
【化１１９】

　〔式中、
　Ａは、Ｃ１～Ｃ４アルキレン、Ｃ２～Ｃ４アルケニレンまたはＣ２～Ｃ４アルキニレン
であり；
　Ｒ１およびＲ２は、それぞれの場合について独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２

～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、
Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルは、場合により、１～３個の置換基で
置換されており、これらの置換基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ
、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８

アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホ
ルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択され；
　Ｒ３は、水素、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニ
ルであり、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アル
キニルは、場合により、１～３個の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞ
れ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（
Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）
アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択
されるか；または、Ｒ３は、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ＣＯ
ＯＨ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、ア
ミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノおよびジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から
選択され；
　Ｒ４は、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであ
り、これらはそれぞれ、場合により、１～３個の置換基で置換されており、これらの置換
基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－
ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ

８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミルおよびＣＯＯＨからなる
群から選択されるか；または、Ｒ４は、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ヒド
ロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１

～Ｃ８アルキルアミノ、およびジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から選択され
；
　Ｒ５は、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであ
り、これらはそれぞれ、場合により、１～３個の置換基で置換されており、これらの置換
基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－
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ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、およびジ（Ｃ

１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から選択されるか；または
　Ｒ５は、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ＣＯＯＨ、ヒドロキシ
、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８

アルキルアミノ、またはジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノであり；
　Ｒ８は、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ＣＯＯＨ、ヒドロキシ
、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８

アルキルアミノ、またはジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノであり；
　ｎは、０、１または２である。〕
またはその医薬的に許容される塩を含む、医薬組成物。
【請求項１６】
構造式ＶＩＩによってあらわされる化合物
【化１２１】

　〔式中、
　Ｆは、５位、６位または７位の少なくとも１つに存在し；
　Ｒ４およびＲ７は、独立して、Ｃ１～Ｃ８アルキルから選択される。〕
またはその医薬的に許容される塩。
【請求項１７】
請求項１～１６のいずれか一項に記載の化合物を含む、医薬組成物。
【請求項１８】
請求項１～１６のいずれか一項に記載の化合物を含む、投薬形態。
【請求項１９】
請求項１～１６のいずれか一項に記載の化合物を含む、被検体において肥満を処置するた
めの組成物。
【請求項２０】
請求項１～１６のいずれか一項に記載の化合物を含む、被検体において強迫性障害（ＯＣ
Ｄ）を処置するための組成物。
【請求項２１】
請求項１～１６のいずれか一項に記載の化合物を含む、被検体において食欲を抑制するた
めの組成物。
【請求項２２】
請求項１～１６のいずれか一項に記載の化合物を含む、被検体において統合失調症または
精神病を処置するための組成物。
【請求項２３】
請求項１～１６のいずれか一項に記載の化合物を含む、被検体において不安または鬱病を
処置するための組成物。
【請求項２４】
請求項１～１６のいずれか一項に記載の化合物を含む、被検体において糖尿病を処置する
ための組成物。
【請求項２５】
請求項１～１６のいずれか一項に記載の化合物を含む、被検体において注意欠陥多動性障
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害（ＡＤＨＤ）を処置するための組成物。
【請求項２６】
請求項１～１６のいずれか一項に記載の化合物を含む、被検体において中枢神経系の障害
を処置するための組成物。
【請求項２７】
前記中枢神経系の障害が、てんかん、アルツハイマー病、性的不全、依存症、神経性無食
欲症、トゥレット症候群、および抜毛癖からなる群から選択される、請求項２６に記載の
組成物。
【請求項２８】
請求項１～１６のいずれか一項に記載の化合物を含む、イヌ被検体において肢端舐性皮膚
炎（ＡＬＤ）を処置するための組成物。
【請求項２９】
図１０ａまたは１０ｂに開示されている化合物から選択される化合物、またはその医薬的
に許容される塩。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２７０】
　本発明の他の利点、他の局面および他の実施形態は、本明細書の記述の観点から明らか
であろう。
　本発明は、例えば以下の項目を提供する。
（項目１）
構造式Ｉであらわされる化合物
【化１０３】

　〔式中、
　Ａは、Ｃ１～Ｃ４アルキレン、Ｃ２～Ｃ４アルケニレンまたはＣ２～Ｃ４アルキニレン
であり；
　Ｒ１およびＲ２は、それぞれの場合について独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２

～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、
Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルは、場合により、１～３個の置換基で
置換されており、これらの置換基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ
、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８

アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホ
ルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択され；
　Ｒ３は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニル
であり、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキ
ニルは、場合により、１～３個の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ
独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ
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２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）ア
ミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択さ
れるか；または、Ｒ３は、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ＣＯＯ
Ｈ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミ
ノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノおよびジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から選
択され；
　Ｒ４は、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであ
り、これらはそれぞれ、場合により、１～３個の置換基で置換されており、これらの置換
基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－
ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ

８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミルおよびＣＯＯＨからなる
群から選択されるか；または、Ｒ４は、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ヒド
ロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１

～Ｃ８アルキルアミノ、およびジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から選択され
；
　Ｒ５は、１～３個の置換基をあらわし、これらの置換基は、それぞれ独立して、Ｃ１～
Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルおよびＣ２～Ｃ８アルキニルからなる群から選択さ
れ、これらはそれぞれ、場合により、１～３個の置換基で置換されており、これらの置換
基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－
ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、およびジ（Ｃ

１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から選択されるか；または
　Ｒ５は、１～３個の置換基をあらわし、これらの置換基は、それぞれ独立して、ハロゲ
ン、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ＣＯＯＨ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アル
コキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、
およびジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から選択され；
　Ｒ６は、ＦまたはＯＲ７であり；
　Ｒ７は、１～３個の置換基で場合により置換されたＣ１～Ｃ８アルキルであり、これら
の置換基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシ
ル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ

１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨ
からなる群から選択される。〕
またはその医薬的に許容される塩。
（項目２）
Ａが、Ｃ１～Ｃ４アルキレンである、項目１に記載の化合物。
（項目３）
Ａが、Ｃ２アルキレンである、項目２に記載の化合物。
（項目４）
Ｒ１が水素である、項目１に記載の化合物。
（項目５）
Ｒ１がＣ１～Ｃ８アルキルである、項目１に記載の化合物。
（項目６）
Ｒ１がＣ１アルキルである、項目５に記載の化合物。
（項目７）
Ｒ１がＣ２アルキルである、項目５に記載の化合物。
（項目８）
Ｒ１が、１～３個の置換基で置換されたＣ１～Ｃ８アルキルである、項目１に記載の化合
物。
（項目９）
Ｒ１が、１～３個の置換基で置換されたＣ１～Ｃ８アルキルであり、少なくとも１個の置
換基がハロゲン（例えばフッ素）である、項目８に記載の化合物。
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（項目１０）
Ｒ１が、１～３個の置換基で置換されたＣ２アルキルである、項目８に記載の化合物。
（項目１１）
Ｒ１が、１～３個のハロゲンで置換されたＣ２アルキルである、項目１０に記載の化合物
。
（項目１２）
Ｒ１が、１～３個のフッ素で置換されたＣ２アルキルである、項目１１に記載の化合物。
（項目１３）
Ｒ１が、３個のフッ素で置換されたＣ２アルキルである、項目１２に記載の化合物。
（項目１４）
Ｒ１が、－ＣＨ２－ＣＦ３である、項目１３に記載の化合物。
（項目１５）
Ｒ１が、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり
、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルの
それぞれの炭素が、２個以下の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ独
立して、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）ア
ルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～
Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択される、項目１
に記載の化合物。
（項目１６）
Ｒ２が水素である、項目１に記載の化合物。
（項目１７）
Ｒ２がＣ１～Ｃ８アルキルである、項目１に記載の化合物。
（項目１８）
Ｒ２がＣ１アルキルである、項目１７に記載の化合物。
（項目１９）
Ｒ２がＣ２アルキルである、項目１７に記載の化合物。
（項目２０）
Ｒ２が、１～３個の置換基で置換されたＣ１～Ｃ８アルキルである、項目１に記載の化合
物。
（項目２１）
Ｒ２が、１～３個の置換基で置換されたＣ１～Ｃ８アルキルであり、少なくとも１個の置
換基がハロゲン（例えばフッ素）である、項目２０に記載の化合物。
（項目２２）
Ｒ２が、１～３個の置換基で置換されたＣ２アルキルである、項目２０に記載の化合物。
（項目２３）
Ｒ２が、１～３個のハロゲンで置換されたＣ２アルキルである、項目２２に記載の化合物
。
（項目２４）
Ｒ２が、１～３個のフッ素で置換されたＣ２アルキルである、項目２３に記載の化合物。
（項目２５）
Ｒ２が、３個のフッ素で置換されたＣ２アルキルである、項目２４に記載の化合物。
（項目２６）
Ｒ２が、－ＣＨ２－ＣＦ３である、項目２５に記載の化合物。
（項目２７）
Ｒ２が、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり
、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルの
それぞれの炭素が、２個以下の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ独
立して、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）ア
ルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～
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Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択される、項目１
に記載の化合物。
（項目２８）
Ｒ１およびＲ２が、両方ともＣ１～Ｃ８アルキルである、項目１に記載の化合物。
（項目２９）
Ｒ１およびＲ２が、両方ともＣ１アルキルである、項目２８に記載の化合物。
（項目３０）
Ｒ１およびＲ２が、両方ともＣ２アルキルである、項目２８に記載の化合物。
（項目３１）
Ｒ１がＣ１アルキルであり、Ｒ２がＣ２アルキルである、項目２８に記載の化合物。
（項目３２）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、１～３個の置換基で置換されたＣ１～Ｃ８アルキルである
、項目１に記載の化合物。
（項目３３）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、１～３個の置換基で置換されたＣ１～Ｃ８アルキルであり
、少なくとも１個の置換基がハロゲン（例えばフッ素）である、項目１に記載の化合物。
（項目３４）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、１～３個の置換基で置換されたＣ２アルキルである、項目
３２に記載の化合物。
（項目３５）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、１～３個のハロゲンで置換されたＣ２アルキルである、項
目３４に記載の化合物。
（項目３６）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、１～３個のフッ素で置換されたＣ２アルキルである、項目
３５に記載の化合物。
（項目３７）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、３個のフッ素で置換されたＣ２アルキルである、項目３６
に記載の化合物。
（項目３８）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、－ＣＨ２－ＣＦ３である、項目３７に記載の化合物。
（項目３９）
Ｒ１が水素であり、Ｒ２がＣ１～Ｃ８アルキルである、項目１に記載の化合物。
（項目４０）
Ｒ１が水素であり、Ｒ２がＣ１アルキルである、項目３９に記載の化合物。
（項目４１）
Ｒ１が水素であり、Ｒ２がＣ２アルキルである、項目３９に記載の化合物。
（項目４２）
Ｒ１およびＲ２と、これらが結合している窒素とで、以下のものから選択される基を形成
する、項目１に記載の化合物：
【化１０４】

。
（項目４３）
Ｒ３が水素である、項目１に記載の化合物。
（項目４４）
Ｒ３が、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり
、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルの
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それぞれの炭素が、２個以下の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ独
立して、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）ア
ルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～
Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択される、項目１
に記載の化合物。
（項目４５）
Ｒ４が、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり
、これらはそれぞれ、場合により、１～３個の置換基で置換されており、これらの置換基
は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－Ｓ
Ｈ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８

アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる
群から選択されるか；または、Ｒ４が、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ヒド
ロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、およびチオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキルからなる群から選
択される、項目１に記載の化合物。
（項目４６）
Ｒ４が、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり
、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルのそれぞれ
の炭素が、２個以下の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ独立して、
シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、
アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アル
キルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択される、項目１に記載の
化合物。
（項目４７）
Ｒ４がＣ１～Ｃ８アルキルである、項目１に記載の化合物。
（項目４８）
Ｒ４がＣ１アルキルである、項目４７に記載の化合物。
（項目４９）
Ｒ４がＣ２アルキルである、項目４７に記載の化合物。
（項目５０）
Ｒ４がＣ３アルキルである、項目４７に記載の化合物。
（項目５１）
Ｒ４がＣ４アルキルである、項目４７に記載の化合物。
（項目５２）
Ｒ４がシクロアルキルである、項目４７に記載の化合物。
（項目５３）
Ｒ４がＣ３シクロアルキルである、項目５２に記載の化合物。
（項目５４）
Ｒ４がＣ４シクロアルキルである、項目５２に記載の化合物。
（項目５５）
Ｒ４がＣ５シクロアルキルである、項目５２に記載の化合物。
（項目５６）
Ｒ４がＣ６シクロアルキルである、項目５２に記載の化合物。
（項目５７）
Ｒ４がＣ７シクロアルキルである、項目５２に記載の化合物。
（項目５８）
Ｒ４が、シクロアルキルで置換されたアルキルである、項目４７に記載の化合物。
（項目５９）
Ｒ４が、シクロアルキルで置換されたＣ１～Ｃ４アルキルである、項目５８に記載の化合
物。
（項目６０）
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Ｒ４が、シクロアルキルで置換されたＣ１アルキルである、項目５９に記載の化合物。
（項目６１）
Ｒ４が、シクロアルキルで置換されたＣ２アルキルである、項目５９に記載の化合物。
（項目６２）
Ｒ４が、シクロアルキルで置換されたＣ３アルキルである、項目５９に記載の化合物。
（項目６３）
Ｒ４が、シクロアルキルで置換されたＣ４アルキルである、項目５９に記載の化合物。
（項目６４）
Ｒ５が、１個の置換基をあらわす、項目１に記載の化合物。
（項目６５）
前記化合物が、以下の式を有する、項目６４に記載の化合物：
【化１０５】

。
（項目６６）
Ｒ５がハロゲンである、項目６５に記載の化合物。
（項目６７）
Ｒ５がフッ素である、項目６６に記載の化合物。
（項目６８）
前記化合物が、以下の式を有する、項目６４に記載の化合物：
【化１０６】

。
（項目６９）
Ｒ５がハロゲンである、項目６８に記載の化合物。
（項目７０）
Ｒ５がフッ素である、項目６９に記載の化合物。
（項目７１）
前記化合物が、以下の式を有する、項目６４に記載の化合物：
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【化１０７】

。
（項目７２）
Ｒ５がハロゲンである、項目７１に記載の化合物。
（項目７３）
Ｒ５がフッ素である、項目７２に記載の化合物。
（項目７４）
Ｒ５が、２個の置換基をあらわす、項目１に記載の化合物。
（項目７５）
前記化合物が、以下の式を有する、項目７４に記載の化合物：
【化１０８】

。
（項目７６）
Ｒ５置換基が両方ともハロゲンである、項目７５に記載の化合物。
（項目７７）
Ｒ５置換基が両方ともフッ素である、項目７６に記載の化合物。
（項目７８）
前記化合物が、以下の式を有する、項目７４に記載の化合物：
【化１０９】

。
（項目７９）
Ｒ５置換基が両方ともハロゲンである、項目７８に記載の化合物。
（項目８０）
Ｒ５置換基が両方ともフッ素である、項目７９に記載の化合物。
（項目８１）
前記化合物が、以下の式を有する、項目７４に記載の化合物：
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【化１１０】

。
（項目８２）
Ｒ５置換基が両方ともハロゲンである、項目８１に記載の化合物。
（項目８３）
Ｒ５置換基が両方ともフッ素である、項目８２に記載の化合物。
（項目８４）
Ｒ５が、１～３個の置換基をあらわし、これらの置換基が、それぞれ独立して、Ｃ１～Ｃ

８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルからなる群から選択され
、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルのそれぞれ
の炭素が、２個以下の置換基で置換されており、これらの置換基が、それぞれ独立して、
シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、
アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アル
キルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択される、項目１に記載の
化合物。
（項目８５）
Ｒ６がフッ素である、項目１に記載の化合物。
（項目８６）
Ｒ６がＯＲ７である、項目１に記載の化合物。
（項目８７）
Ｒ７がＣ１～Ｃ８アルキルである、項目８６に記載の化合物。
（項目８８）
Ｒ７がＣ１アルキルである、項目８７に記載の化合物。
（項目８９）
Ｒ７が、１～３個の置換基で置換されたＣ１アルキルである、項目８６に記載の化合物。
（項目９０）
Ｒ７が、１～３個のハロゲンで置換されたＣ１アルキルである、項目８９に記載の化合物
。
（項目９１）
Ｒ７が、１～３個のフッ素で置換されたＣ１アルキルである、項目９０に記載の化合物。
（項目９２）
Ｒ７が、２個のフッ素で置換されたＣ１アルキルである、項目９１に記載の化合物。
（項目９３）
Ｒ７が、３個のフッ素で置換されたＣ１アルキルである、項目９１に記載の化合物。
（項目９４）
Ｒ７が、Ｃ２アルキルである、項目８７に記載の化合物。
（項目９５）
Ｒ７が、１～３個の置換基で置換されたＣ２アルキルである、項目８６に記載の化合物。
（項目９６）
Ｒ７が、１個の置換基で置換されたＣ２アルキルである、項目９５に記載の化合物。
（項目９７）
Ｒ７が、－ＣＨ２－ＣＨ２－ＯＨである、項目９６に記載の化合物。
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（項目９８）
Ｒ７が、－ＣＨ２－ＣＨ２－（Ｃ１～Ｃ８アルコキシル）である、項目９６に記載の化合
物。
（項目９９）
Ｒ７が、－ＣＨ２－ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ３である、項目９８に記載の化合物。
（項目１００）
Ｒ７が、－ＣＨ２－ＣＨ２－（ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ）である、項目９６に記
載の化合物。
（項目１０１）
Ｒ７が、－ＣＨ２－ＣＨ２－Ｎ（ＣＨ３）２である、項目１００に記載の化合物。
（項目１０２）
Ｒ７が、Ｃ３アルキルである、項目８７に記載の化合物。
（項目１０３）
Ｒ７がシクロアルキルである、項目８７に記載の化合物。
（項目１０４）
Ｒ７が、Ｃ３シクロアルキルである、項目１０３に記載の化合物。
（項目１０５）
Ｒ７が、Ｃ４シクロアルキルである、項目１０３に記載の化合物。
（項目１０６）
Ｒ７が、Ｃ５シクロアルキルである、項目１０３に記載の化合物。
（項目１０７）
Ｒ７が、Ｃ６シクロアルキルである、項目１０３に記載の化合物。
（項目１０８）
Ｒ７が、Ｃ７シクロアルキルである、項目１０３に記載の化合物。
（項目１０９）
Ｒ７が、シクロアルキルで置換されたアルキルである、項目８７に記載の化合物。
（項目１１０）
Ｒ７が、シクロアルキルで置換されたＣ１～Ｃ４アルキルである、項目１０９に記載の化
合物。
（項目１１１）
Ｒ７が、シクロアルキルで置換されたＣ１アルキルである、項目１０９に記載の化合物。
（項目１１２）
Ｒ７が、シクロアルキルで置換されたＣ２アルキルである、項目１０９に記載の化合物。
（項目１１３）
Ｒ７が、シクロアルキルで置換されたＣ３アルキルである、項目１０９に記載の化合物。
（項目１１４）
Ｒ７が、シクロアルキルで置換されたＣ４アルキルである、項目１０９に記載の化合物。
（項目１１５）
Ｒ７が、Ｃ１～Ｃ８アルキルであり、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキルのそれぞれの炭素が
、２個以下の置換基で置換されており、これらの置換基が、それぞれ独立して、シアノ、
ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、
Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスル
ホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択される、項目８６に記載の化合物
。
（項目１１６）
項目１に記載の式Ｉの化合物を含む、医薬組成物。
（項目１１７）
項目１に記載の式Ｉの化合物を含む、投薬形態。
（項目１１８）
前記投薬形態が、経口投薬形態である、項目１１７に記載の投薬形態。
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（項目１１９）
被検体に項目１に記載の式Ｉの化合物を投与し、肥満を処置する工程を含む、該被検体に
おいて肥満を処置する方法。
（項目１２０）
被検体に項目１に記載の式Ｉの化合物を投与し、強迫性障害（ＯＣＤ）を処置する工程を
含む、該被検体においてＯＣＤを処置する方法。
（項目１２１）
被検体に項目１に記載の式Ｉの化合物を投与し、被検体の食欲を抑制する工程を含む、該
被検体において食欲を抑制する方法。
（項目１２２）
被検体に項目１に記載の式Ｉの化合物を投与し、統合失調症または精神病を処置する工程
を含む、該被検体において統合失調症または精神病を処置する方法。
（項目１２３）
被検体に項目１に記載の式Ｉの化合物を投与し、被検体の不安または鬱病を処置する工程
を含む、該被検体において不安または鬱病を処置する方法。
（項目１２４）
被検体に項目１に記載の式Ｉの化合物を投与し、被検体の糖尿病を処置する工程を含む、
該被検体において糖尿病を処置する方法。
（項目１２５）
被検体に項目１に記載の式Ｉの化合物を投与し、被検体の注意欠陥多動性障害（ＡＤＨＤ
）を処置する工程を含む、該被検体においてＡＤＨＤを処置する方法。
（項目１２６）
被検体に項目１に記載の式Ｉの化合物を投与し、中枢神経系の障害を処置する工程を含む
、該被検体において中枢神経系の障害を処置する方法。
（項目１２７）
前記中枢神経系の障害が、てんかん、アルツハイマー病、性的不全、依存症、神経性無食
欲症、トゥレット症候群、および抜毛癖からなる群から選択される、項目１２６に記載の
方法。
（項目１２８）
イヌ被検体に項目１に記載の式Ｉの化合物を投与し、肢端舐性皮膚炎（ＡＬＤ）を処置す
る工程を含む、該イヌ被検体において肢端舐性皮膚炎を処置する方法。
（項目１２９）
構造式ＩＩであらわされる化合物
【化１１１】

　〔式中、
　Ａは、Ｃ１～Ｃ４アルキレン、Ｃ２～Ｃ４アルケニレンまたはＣ２～Ｃ４アルキニレン
であり；
　Ｒ１およびＲ２は、それぞれの場合について独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２

～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、
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Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルは、場合により、１～３個の置換基で
置換されており、これらの置換基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ
、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８

アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホ
ルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択され；
　Ｒ３は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニル
であり、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキ
ニルは、場合により、１～３個の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ
独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ

２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）ア
ミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択さ
れるか；または、Ｒ３は、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ＣＯＯ
Ｈ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミ
ノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノおよびジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から選
択され；
　Ｒ４は、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであ
り、これらはそれぞれ、場合により、１～３個の置換基で置換されており、これらの置換
基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－
ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ

８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミルおよびＣＯＯＨからなる
群から選択されるか；または、Ｒ４は、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ヒド
ロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１

～Ｃ８アルキルアミノ、およびジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から選択され
；
　Ｒ５は、１～３個の置換基をあらわし、これらの置換基は、それぞれ独立して、Ｃ１～
Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルおよびＣ２～Ｃ８アルキニルからなる群から選択さ
れ、これらはそれぞれ、場合により、１～３個の置換基で置換されており、これらの置換
基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－
ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、およびジ（Ｃ

１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から選択されるか；または
　Ｒ５は、１～３個の置換基をあらわし、これらの置換基は、それぞれ独立して、ハロゲ
ン、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ＣＯＯＨ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アル
コキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、
およびジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から選択され；
　Ｒ６は、ＯＰ（Ｏ）（ＯＨ）２、ＯＨ、ＯＣ（Ｏ）Ｒ７、ＯＳＯ２ＯＨ、ＳＯ２ＮＨ２

またはＯＲ７であり；
　Ｒ７は、１～３個の置換基で場合により置換されたＣ１～Ｃ８アルキルであり、これら
の置換基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシ
ル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ

１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨ
；フェニル、アラルキルまたはベンジルからなる群から選択され；
　但し、Ｒ５がヒドロキシである場合、Ｒ６は、ヒドロキシでもなく、アルコキシでもな
い。〕
またはその医薬的に許容される塩。
（項目１３０）
Ａが、Ｃ１～Ｃ４アルキレンである、項目１２９に記載の化合物。
（項目１３１）
Ａが、Ｃ２アルキレンである、項目１３０に記載の化合物。
（項目１３２）
Ｒ１が水素である、項目１２９に記載の化合物。
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（項目１３３）
Ｒ１がＣ１～Ｃ８アルキルである、項目１２９に記載の化合物。
（項目１３４）
Ｒ１がＣ１アルキルである、項目１３３に記載の化合物。
（項目１３５）
Ｒ１がＣ２アルキルである、項目１３３に記載の化合物。
（項目１３６）
Ｒ１が、１～３個の置換基で置換されたＣ１～Ｃ８アルキルである、項目１２９に記載の
化合物。
（項目１３７）
Ｒ１が、１～３個の置換基で置換されたＣ１～Ｃ８アルキルであり、少なくとも１個の置
換基がハロゲン（例えばフッ素）である、項目１３６に記載の化合物。
（項目１３８）
Ｒ１が、１～３個の置換基で置換されたＣ２アルキルである、項目１３６に記載の化合物
。
（項目１３９）
Ｒ１が、１～３個のハロゲンで置換されたＣ２アルキルである、項目１３８に記載の化合
物。
（項目１４０）
Ｒ１が、１～３個のフッ素で置換されたＣ２アルキルである、項目１３９に記載の化合物
。
（項目１４１）
Ｒ１が、３個のフッ素で置換されたＣ２アルキルである、項目１４０に記載の化合物。
（項目１４２）
Ｒ１が、－ＣＨ２－ＣＦ３である、項目１４１に記載の化合物。
（項目１４３）
Ｒ１が、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり
、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルの
それぞれの炭素が、２個以下の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ独
立して、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）ア
ルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～
Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択される、項目１
２９に記載の化合物。
（項目１４４）
Ｒ２が水素である、項目１２９に記載の化合物。
（項目１４５）
Ｒ２がＣ１～Ｃ８アルキルである、項目１２９に記載の化合物。
（項目１４６）
Ｒ２がＣ１アルキルである、項目１４５に記載の化合物。
（項目１４７）
Ｒ２がＣ２アルキルである、項目１４５に記載の化合物。
（項目１４８）
Ｒ２が、１～３個の置換基で置換されたＣ１～Ｃ８アルキルである、項目１２９に記載の
化合物。
（項目１４９）
Ｒ２が、１～３個の置換基で置換されたＣ１～Ｃ８アルキルであり、少なくとも１個の置
換基がハロゲン（例えばフッ素）である、項目１４８に記載の化合物。
（項目１５０）
Ｒ２が、１～３個の置換基で置換されたＣ２アルキルである、項目１４８に記載の化合物
。
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（項目１５１）
Ｒ２が、１～３個のハロゲンで置換されたＣ２アルキルである、項目１５０に記載の化合
物。
（項目１５２）
Ｒ２が、１～３個のフッ素で置換されたＣ２アルキルである、項目１５１に記載の化合物
。
（項目１５３）
Ｒ２が、３個のフッ素で置換されたＣ２アルキルである、項目１５２に記載の化合物。
（項目１５４）
Ｒ２が、－ＣＨ２－ＣＦ３である、項目１５３に記載の化合物。
（項目１５５）
Ｒ２が、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり
、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルの
それぞれの炭素が、２個以下の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ独
立して、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）ア
ルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～
Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択される、項目１
２９に記載の化合物。
（項目１５６）
Ｒ１およびＲ２が、両方ともＣ１～Ｃ８アルキルである、項目１２９に記載の化合物。
（項目１５７）
Ｒ１およびＲ２が、両方ともＣ１アルキルである、項目１５６に記載の化合物。
（項目１５８）
Ｒ１およびＲ２が、両方ともＣ２アルキルである、項目１５６に記載の化合物。
（項目１５９）
Ｒ１がＣ１アルキルであり、Ｒ２がＣ２アルキルである、項目１５６に記載の化合物。
（項目１６０）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、１～３個の置換基で置換されたＣ１～Ｃ８アルキルである
、項目１２９に記載の化合物。
（項目１６１）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、１～３個の置換基で置換されたＣ１～Ｃ８アルキルであり
、少なくとも１個の置換基がハロゲン（例えばフッ素）である、項目１６０に記載の化合
物。
（項目１６２）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、１～３個の置換基で置換されたＣ２アルキルである、項目
１６０に記載の化合物。
（項目１６３）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、１～３個のハロゲンで置換されたＣ２アルキルである、項
目１６２に記載の化合物。
（項目１６４）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、１～３個のフッ素で置換されたＣ２アルキルである、項目
１６３に記載の化合物。
（項目１６５）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、３個のフッ素で置換されたＣ２アルキルである、項目１６
４に記載の化合物。
（項目１６６）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、－ＣＨ２－ＣＦ３である、項目１６５に記載の化合物。
（項目１６７）
Ｒ１が水素であり、Ｒ２がＣ１～Ｃ８アルキルである、項目１２９に記載の化合物。
（項目１６８）
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Ｒ１が水素であり、Ｒ２がＣ１アルキルである、項目１６８に記載の化合物。
（項目１６９）
Ｒ１が水素であり、Ｒ２がＣ２アルキルである、項目１６８に記載の化合物。
（項目１７０）
Ｒ１およびＲ２と、これらが結合している窒素とで、以下のものから選択される基を形成
する、項目１２９に記載の化合物：
【化１１２】

。
（項目１７１）
Ｒ３が水素である、項目１２９に記載の化合物。
（項目１７２）
Ｒ３が、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり
、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルの
それぞれの炭素が、２個以下の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ独
立して、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）ア
ルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～
Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択される、項目１
２９に記載の化合物。
（項目１７３）
Ｒ４が、Ｃ１～Ｃ８アルキルである、項目１２９に記載の化合物。
（項目１７４）
Ｒ４が、Ｃ１アルキルである、項目１７３に記載の化合物。
（項目１７５）
Ｒ４が、Ｃ２アルキルである、項目１７３に記載の化合物。
（項目１７６）
Ｒ４が、Ｃ３アルキルである、項目１７３に記載の化合物。
（項目１７７）
Ｒ４が、Ｃ４アルキルである、項目１７３に記載の化合物。
（項目１７８）
Ｒ４が、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり
、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルのそれぞれ
の炭素が、２個以下の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ独立して、
シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、
アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アル
キルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択される、項目１２９に記
載の化合物。
（項目１７９）
Ｒ５が、１個の置換基をあらわす、項目１２９に記載の化合物。
（項目１８０）
Ｒ５がハロゲンである、項目１７９に記載の化合物。
（項目１８１）
Ｒ５がフッ素である、項目１８０に記載の化合物。
（項目１８２）
Ｒ５が、２個の置換基をあらわす、項目１２９に記載の化合物。
（項目１８３）
Ｒ５置換基が両方ともハロゲンである、項目１８２に記載の化合物。
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（項目１８４）
Ｒ５置換基が両方ともフッ素である、項目１８３に記載の化合物。
（項目１８５）
Ｒ５が、１～３個の置換基をあらわし、これらの置換基が、それぞれ独立して、Ｃ１～Ｃ

８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルからなる群から選択され
、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルのそれぞれ
の炭素が、２個以下の置換基で置換されており、これらの置換基が、それぞれ独立して、
シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、
アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アル
キルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択される、項目１２９に記
載の化合物。
（項目１８６）
Ｒ６がＯＨである、項目１２９に記載の化合物。
（項目１８７）
Ｒ６がＯＲ７である、項目１２９に記載の化合物。
（項目１８８）
Ｒ７がＣ１～Ｃ８アルキルである、項目１８７に記載の化合物。
（項目１８９）
Ｒ７がＣ１アルキルである、項目１８８に記載の化合物。
（項目１９０）
Ｒ７が、１～３個の置換基で置換されたＣ１アルキルである、項目１８７に記載の化合物
。
（項目１９１）
Ｒ７が、１～３個のハロゲンで置換されたＣ１アルキルである、項目１９０に記載の化合
物。
（項目１９２）
Ｒ７が、１～３個のフッ素で置換されたＣ１アルキルである、項目１９１に記載の化合物
。
（項目１９３）
Ｒ７が、２個のフッ素で置換されたＣ１アルキルである、項目１９２に記載の化合物。
（項目１９４）
Ｒ７が、３個のフッ素で置換されたＣ１アルキルである、項目１９２に記載の化合物。
（項目１９５）
Ｒ７が、Ｃ２アルキルである、項目１８８に記載の化合物。
（項目１９６）
Ｒ７が、１～３個の置換基で置換されたＣ２アルキルである、項目１８７に記載の化合物
。
（項目１９７）
Ｒ７が、１個の置換基で置換されたＣ２アルキルである、項目１９６に記載の化合物。
（項目１９８）
Ｒ７が、－ＣＨ２－ＣＨ２－ＯＨである、項目１９７に記載の化合物。
（項目１９９）
Ｒ７が、－ＣＨ２－ＣＨ２－（Ｃ１～Ｃ８アルコキシル）である、項目１９７に記載の化
合物。
（項目２００）
Ｒ７が、－ＣＨ２－ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ３である、項目１９９に記載の化合物。
（項目２０１）
Ｒ７が、－ＣＨ２－ＣＨ２－（ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ）である、項目１９７に
記載の化合物。
（項目２０２）
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Ｒ７が、－ＣＨ２－ＣＨ２－Ｎ（ＣＨ３）２である、項目２０１に記載の化合物。
（項目２０３）
Ｒ７が、Ｃ３アルキルである、項目１８８に記載の化合物。
（項目２０４）
Ｒ７が、Ｃ１～Ｃ８アルキルであり、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキルのそれぞれの炭素が
、２個以下の置換基で置換されており、これらの置換基が、それぞれ独立して、シアノ、
ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、
Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスル
ホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択される、項目１８７に記載の化合
物。
（項目２０５）
項目１２９に記載の式ＩＩの化合物を含む、医薬組成物。
（項目２０６）
項目１２９に記載の式ＩＩの化合物を含む、投薬形態。
（項目２０７）
前記投薬形態が、経口投薬形態である、項目２０６に記載の投薬形態。
（項目２０８）
被検体に項目１２９に記載の式ＩＩの化合物を投与し、肥満を処置する工程を含む、該被
検体において肥満を処置する方法。
（項目２０９）
被検体に項目１２９に記載の式ＩＩの化合物を投与し、強迫性障害（ＯＣＤ）を処置する
工程を含む、該被検体においてＯＣＤを処置する方法。
（項目２１０）
被検体に項目１２９に記載の式ＩＩの化合物を投与し、被検体の食欲を抑制する工程を含
む、該被検体において食欲を抑制する方法。
（項目２１１）
被検体に項目１２９に記載の式ＩＩの化合物を投与し、統合失調症または精神病を処置す
る工程を含む、該被検体において統合失調症または精神病を処置する方法。
（項目２１２）
被検体に項目１２９に記載の式ＩＩの化合物を投与し、被検体の不安または鬱病を処置す
る工程を含む、該被検体において不安または鬱病を処置する方法。
（項目２１３）
被検体に項目１２９に記載の式ＩＩの化合物を投与し、被検体の糖尿病を処置する工程を
含む、該被検体において糖尿病を処置する方法。
（項目２１４）
被検体に項目１２９に記載の式ＩＩの化合物を投与し、被検体の注意欠陥多動性障害（Ａ
ＤＨＤ）を処置する工程を含む、該被検体においてＡＤＨＤを処置する方法。
（項目２１５）
被検体に項目１２９に記載の式ＩＩの化合物を投与し、中枢神経系の障害を処置する工程
を含む、該被検体において中枢神経系の障害を処置する方法。
（項目２１６）
前記中枢神経系の障害が、てんかん、アルツハイマー病、性的不全、依存症、神経性無食
欲症、トゥレット症候群、および抜毛癖からなる群から選択される、項目２１５に記載の
方法。
（項目２１７）
イヌ被検体に項目１２９に記載の式ＩＩの化合物を投与し、肢端舐性皮膚炎（ＡＬＤ）を
処置する工程を含む、該イヌ被検体において肢端舐性皮膚炎を処置する方法。
（項目２１８）
構造式ＩＩＩであらわされる化合物
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【化１１３】

　〔式中、
　Ａは、Ｃ１～Ｃ４アルキレン、Ｃ２～Ｃ４アルケニレンまたはＣ２～Ｃ４アルキニレン
であり；
　Ｒ１およびＲ２は、それぞれの場合について独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２

～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、
Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルは、場合により、１～３個の置換基で
置換されており、これらの置換基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ
、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８

アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホ
ルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択され；
　Ｒ３は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニル
であり、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキ
ニルは、場合により、１～３個の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ
独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ

２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）ア
ミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択さ
れるか；または、Ｒ３は、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ＣＯＯ
Ｈ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミ
ノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノおよびジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から選
択され；
　Ｒ４は、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであ
り、これらはそれぞれ、場合により、１～３個の置換基で置換されており、これらの置換
基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－
ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ

８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミルおよびＣＯＯＨからなる
群から選択されるか；または、Ｒ４は、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ヒド
ロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１

～Ｃ８アルキルアミノ、およびジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から選択され
；
　Ｒ５は、１～３個の置換基をあらわし、これらの置換基は、それぞれ独立して、Ｃ１～
Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルおよびＣ２～Ｃ８アルキニルからなる群から選択さ
れ、これらはそれぞれ、場合により、１～３個の置換基で置換されており、これらの置換
基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－
ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、およびジ（Ｃ

１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から選択されるか；または
　Ｒ５は、１～３個の置換基をあらわし、これらの置換基は、それぞれ独立して、ハロゲ
ン、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ＣＯＯＨ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アル
コキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、
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およびジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から選択され；
　Ｒ６は、ＯＰ（Ｏ）（ＯＨ）２、ＯＨ、ＯＣ（Ｏ）Ｒ７、ＯＳＯ２ＯＨ、ＳＯ２ＮＨ２

またはＯＲ７であり；
　Ｒ７は、１～３個の置換基で場合により置換されたＣ１～Ｃ８アルキルであり、これら
の置換基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシ
ル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ

１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨ
；フェニル、アラルキルまたはベンジルからなる群から選択される。〕
またはその医薬的に許容される塩。
（項目２１９）
Ａが、Ｃ１～Ｃ４アルキレンである、項目２１８に記載の化合物。
（項目２２０）
Ａが、Ｃ２アルキレンである、項目２１９に記載の化合物。
（項目２２１）
Ｒ１が水素である、項目２１８に記載の化合物。
（項目２２２）
Ｒ１がＣ１～Ｃ８アルキルである、項目２１８に記載の化合物。
（項目２２３）
Ｒ１がＣ１アルキルである、項目２２２に記載の化合物。
（項目２２４）
Ｒ１がＣ２アルキルである、項目２２２に記載の化合物。
（項目２２５）
Ｒ１が、１～３個の置換基で置換されたＣ１～Ｃ８アルキルである、項目２１８に記載の
化合物。
（項目２２６）
Ｒ１が、１～３個の置換基で置換されたＣ１～Ｃ８アルキルであり、少なくとも１個の置
換基がハロゲン（例えばフッ素）である、項目２２５に記載の化合物。
（項目２２７）
Ｒ１が、１～３個の置換基で置換されたＣ２アルキルである、項目２２５に記載の化合物
。
（項目２２８）
Ｒ１が、１～３個のハロゲンで置換されたＣ２アルキルである、項目２２７に記載の化合
物。
（項目２２９）
Ｒ１が、１～３個のフッ素で置換されたＣ２アルキルである、項目２２８に記載の化合物
。
（項目２３０）
Ｒ１が、３個のフッ素で置換されたＣ２アルキルである、項目２２９に記載の化合物。
（項目２３１）
Ｒ１が、－ＣＨ２－ＣＦ３である、項目２３０に記載の化合物。
（項目２３２）
Ｒ１が、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり
、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルの
それぞれの炭素が、２個以下の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ独
立して、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）ア
ルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～
Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択される、項目２
１８に記載の化合物。
（項目２３３）
Ｒ２が水素である、項目２１８に記載の化合物。
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（項目２３４）
Ｒ２がＣ１～Ｃ８アルキルである、項目２１８に記載の化合物。
（項目２３５）
Ｒ２がＣ１アルキルである、項目２３４に記載の化合物。
（項目２３６）
Ｒ２がＣ２アルキルである、項目２３４に記載の化合物。
（項目２３７）
Ｒ２が、１～３個の置換基で置換されたＣ１～Ｃ８アルキルである、項目２１８に記載の
化合物。
（項目２３８）
Ｒ２が、１～３個の置換基で置換されたＣ１～Ｃ８アルキルであり、少なくとも１個の置
換基がハロゲン（例えばフッ素）である、項目２３７に記載の化合物。
（項目２３９）
Ｒ２が、１～３個の置換基で置換されたＣ２アルキルである、項目２３７に記載の化合物
。
（項目２４０）
Ｒ２が、１～３個のハロゲンで置換されたＣ２アルキルである、項目２３９に記載の化合
物。
（項目２４１）
Ｒ２が、１～３個のフッ素で置換されたＣ２アルキルである、項目２４０に記載の化合物
。
（項目２４２）
Ｒ２が、３個のフッ素で置換されたＣ２アルキルである、項目２４１に記載の化合物。
（項目２４３）
Ｒ２が、－ＣＨ２－ＣＦ３である、項目２４２に記載の化合物。
（項目２４４）
Ｒ２が、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり
、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルの
それぞれの炭素が、２個以下の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ独
立して、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）ア
ルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～
Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択される、項目２
１８に記載の化合物。
（項目２４５）
Ｒ１およびＲ２が、両方ともＣ１～Ｃ８アルキルである、項目２１８に記載の化合物。
（項目２４６）
Ｒ１およびＲ２が、両方ともＣ１アルキルである、項目２４５に記載の化合物。
（項目２４７）
Ｒ１およびＲ２が、両方ともＣ２アルキルである、項目２４５に記載の化合物。
（項目２４８）
Ｒ１がＣ１アルキルであり、Ｒ２がＣ２アルキルである、項目２４５に記載の化合物。
（項目２４９）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、１～３個の置換基で置換されたＣ１～Ｃ８アルキルである
、項目２１８に記載の化合物。
（項目２５０）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、１～３個の置換基で置換されたＣ１～Ｃ８アルキルであり
、少なくとも１個の置換基がハロゲン（例えばフッ素）である、項目２４９に記載の化合
物。
（項目２５１）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、１～３個の置換基で置換されたＣ２アルキルである、項目
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２４９に記載の化合物。
（項目２５２）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、１～３個のハロゲンで置換されたＣ２アルキルである、項
目２５１に記載の化合物。
（項目２５３）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、１～３個のフッ素で置換されたＣ２アルキルである、項目
２５２に記載の化合物。
（項目２５４）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、３個のフッ素で置換されたＣ２アルキルである、項目２５
３に記載の化合物。
（項目２５５）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、－ＣＨ２－ＣＦ３である、項目２５４に記載の化合物。
（項目２５６）
Ｒ１が水素であり、Ｒ２がＣ１～Ｃ８アルキルである、項目２１８に記載の化合物。
（項目２５７）
Ｒ１が水素であり、Ｒ２がＣ１アルキルである、項目２５６に記載の化合物。
（項目２５８）
Ｒ１が水素であり、Ｒ２がＣ２アルキルである、項目２５６に記載の化合物。
（項目２５９）
Ｒ１およびＲ２と、これらが結合している窒素とで、以下のものから選択される基を形成
する、項目２１８に記載の化合物：

【化１１４】

。
（項目２６０）
Ｒ３が水素である、項目２１８に記載の化合物。
（項目２６１）
Ｒ３が、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり
、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルの
それぞれの炭素が、２個以下の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ独
立して、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）ア
ルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～
Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択される、項目２
１８に記載の化合物。
（項目２６２）
Ｒ４が、Ｃ１～Ｃ８アルキルである、項目２１８に記載の化合物。
（項目２６３）
Ｒ４が、Ｃ１アルキルである、項目２６２に記載の化合物。
（項目２６４）
Ｒ４が、Ｃ２アルキルである、項目２６２に記載の化合物。
（項目２６５）
Ｒ４が、Ｃ３アルキルである、項目２６２に記載の化合物。
（項目２６６）
Ｒ４が、Ｃ４アルキルである、項目２６２に記載の化合物。
（項目２６７）
Ｒ４が、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり
、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルのそれぞれ
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の炭素が、２個以下の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ独立して、
シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、
アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アル
キルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択される、項目２１８に記
載の化合物。
（項目２６８）
Ｒ５が、１個の置換基をあらわす、項目２１８に記載の化合物。
（項目２６９）
Ｒ５がハロゲンである、項目２６８に記載の化合物。
（項目２７０）
Ｒ５がフッ素である、項目２６９に記載の化合物。
（項目２７１）
Ｒ５が、２個の置換基をあらわす、項目２１８に記載の化合物。
（項目２７２）
Ｒ５置換基が両方ともハロゲンである、項目２７１に記載の化合物。
（項目２７３）
Ｒ５置換基が両方ともフッ素である、項目２７２に記載の化合物。
（項目２７４）
Ｒ５が、１～３個の置換基をあらわし、これらの置換基が、それぞれ独立して、Ｃ１～Ｃ

８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルからなる群から選択され
、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルのそれぞれ
の炭素が、２個以下の置換基で置換されており、これらの置換基が、それぞれ独立して、
シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、
アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アル
キルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択される、項目２１８に記
載の化合物。
（項目２７５）
Ｒ６がＯＨである、項目２１８に記載の化合物。
（項目２７６）
Ｒ６がＯＲ７である、項目２１８に記載の化合物。
（項目２７７）
Ｒ７がＣ１～Ｃ８アルキルである、項目２７６に記載の化合物。
（項目２７８）
Ｒ７がＣ１アルキルである、項目２７７に記載の化合物。
（項目２７９）
Ｒ７が、１～３個の置換基で置換されたＣ１アルキルである、項目２７６に記載の化合物
。
（項目２８０）
Ｒ７が、１～３個のハロゲンで置換されたＣ１アルキルである、項目２７９に記載の化合
物。
（項目２８１）
Ｒ７が、１～３個のフッ素で置換されたＣ１アルキルである、項目２８０に記載の化合物
。
（項目２８２）
Ｒ７が、２個のフッ素で置換されたＣ１アルキルである、項目２８１に記載の化合物。
（項目２８３）
Ｒ７が、３個のフッ素で置換されたＣ１アルキルである、項目２８１に記載の化合物。
（項目２８４）
Ｒ７が、Ｃ２アルキルである、項目２７７に記載の化合物。
（項目２８５）
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Ｒ７が、１～３個の置換基で置換されたＣ２アルキルである、項目２７６に記載の化合物
。
（項目２８６）
Ｒ７が、１個の置換基で置換されたＣ２アルキルである、項目２８５に記載の化合物。
（項目２８７）
Ｒ７が、－ＣＨ２－ＣＨ２－ＯＨである、項目２８６に記載の化合物。
（項目２８８）
Ｒ７が、－ＣＨ２－ＣＨ２－（Ｃ１～Ｃ８アルコキシル）である、項目２８６に記載の化
合物。
（項目２８９）
Ｒ７が、－ＣＨ２－ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ３である、項目２８８に記載の化合物。
（項目２９０）
Ｒ７が、－ＣＨ２－ＣＨ２－（ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ）である、項目２８６に
記載の化合物。
（項目２９１）
Ｒ７が、－ＣＨ２－ＣＨ２－Ｎ（ＣＨ３）２である、項目２９０に記載の化合物。
（項目２９２）
Ｒ７が、Ｃ３アルキルである、項目２７７に記載の化合物。
（項目２９３）
Ｒ７が、Ｃ１～Ｃ８アルキルであり、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキルのそれぞれの炭素が
、２個以下の置換基で置換されており、これらの置換基が、それぞれ独立して、シアノ、
ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、
Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスル
ホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択される、項目２１８に記載の化合
物。
（項目２９４）
項目２１８に記載の式ＩＩＩの化合物を含む、医薬組成物。
（項目２９５）
項目２１８に記載の式ＩＩＩの化合物を含む、投薬形態。
（項目２９６）
前記投薬形態が、経口投薬形態である、項目２９５に記載の投薬形態。
（項目２９７）
被検体に項目２１８に記載の式ＩＩＩの化合物を投与し、肥満を処置する工程を含む、該
被検体において肥満を処置する方法。
（項目２９８）
被検体に項目２１８に記載の式ＩＩＩの化合物を投与し、強迫性障害（ＯＣＤ）を処置す
る工程を含む、該被検体においてＯＣＤを処置する方法。
（項目２９９）
被検体に項目２１８に記載の式ＩＩＩの化合物を投与し、被検体の食欲を抑制する工程を
含む、該被検体において食欲を抑制する方法。
（項目３００）
被検体に項目２１８に記載の式ＩＩＩの化合物を投与し、統合失調症または精神病を処置
する工程を含む、該被検体において統合失調症または精神病を処置する方法。
（項目３０１）
被検体に項目２１８に記載の式ＩＩＩの化合物を投与し、被検体の不安または鬱病を処置
する工程を含む、該被検体において不安または鬱病を処置する方法。
（項目３０２）
被検体に項目２１８に記載の式ＩＩＩの化合物を投与し、被検体の糖尿病を処置する工程
を含む、該被検体において糖尿病を処置する方法。
（項目３０３）
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被検体に項目２１８に記載の式ＩＩＩの化合物を投与し、被検体の注意欠陥多動性障害（
ＡＤＨＤ）を処置する工程を含む、該被検体においてＡＤＨＤを処置する方法。
（項目３０４）
被検体に項目２１８に記載の式ＩＩＩの化合物を投与し、中枢神経系の障害を処置する工
程を含む、該被検体において中枢神経系の障害を処置する方法。
（項目３０５）
前記中枢神経系の障害が、てんかん、アルツハイマー病、性的不全、依存症、神経性無食
欲症、トゥレット症候群、および抜毛癖からなる群から選択される、項目３０４に記載の
方法。
（項目３０６）
イヌ被検体に項目２１８に記載の式ＩＩＩの化合物を投与し、肢端舐性皮膚炎（ＡＬＤ）
を処置する工程を含む、該イヌ被検体において肢端舐性皮膚炎を処置する方法。
（項目３０７）
構造式ＩＶであらわされる化合物

【化１１５】

　〔式中、
　Ａは、Ｃ１～Ｃ４アルキレン、Ｃ２～Ｃ４アルケニレンまたはＣ２～Ｃ４アルキニレン
であり；
　Ｒ１およびＲ２は、それぞれの場合について独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２

～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、
Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルは、場合により、１～３個の置換基で
置換されており、これらの置換基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ
、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８

アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホ
ルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択され；
　Ｒ３は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニル
であり、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキ
ニルは、場合により、１～３個の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ
独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ

２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）ア
ミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択さ
れるか；または、Ｒ３は、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ＣＯＯ
Ｈ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミ
ノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノおよびジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から選
択され；
　Ｒ４は、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであ
り、これらはそれぞれ、場合により、１～３個の置換基で置換されており、これらの置換
基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－
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ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ

８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミルおよびＣＯＯＨからなる
群から選択されるか；または、Ｒ４は、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ヒド
ロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１

～Ｃ８アルキルアミノ、およびジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から選択され
；
　Ｒ５は、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであ
り、これらはそれぞれ、場合により、１～３個の置換基で置換されており、これらの置換
基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－
ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、およびジ（Ｃ

１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から選択されるか；または
　Ｒ５は、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ＣＯＯＨ、ヒドロキシ
、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８

アルキルアミノ、またはジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノであり；
　Ｒ８は、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ＣＯＯＨ、ヒドロキシ
、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８

アルキルアミノ、またはジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノであり；
　ｎは、０、１または２である。〕
またはその医薬的に許容される塩。
（項目３０８）
Ａが、Ｃ１～Ｃ４アルキレンである、項目３０７に記載の化合物。
（項目３０９）
Ａが、Ｃ２アルキレンである、項目３０８に記載の化合物。
（項目３１０）
Ｒ１が水素である、項目３０７に記載の化合物。
（項目３１１）
Ｒ１がＣ１～Ｃ８アルキルである、項目３０７に記載の化合物。
（項目３１２）
Ｒ１がＣ１アルキルである、項目３１１に記載の化合物。
（項目３１３）
Ｒ１がＣ２アルキルである、項目３１１に記載の化合物。
（項目３１４）
Ｒ１が、１～３個の置換基で置換されたＣ１～Ｃ８アルキルである、項目３０７に記載の
化合物。
（項目３１５）
Ｒ１が、１～３個の置換基で置換されたＣ１～Ｃ８アルキルであり、少なくとも１個の置
換基がハロゲン（例えばフッ素）である、項目３１４に記載の化合物。
（項目３１６）
Ｒ１が、１～３個の置換基で置換されたＣ２アルキルである、項目３１４に記載の化合物
。
（項目３１７）
Ｒ１が、１～３個のハロゲンで置換されたＣ２アルキルである、項目３１６に記載の化合
物。
（項目３１８）
Ｒ１が、１～３個のフッ素で置換されたＣ２アルキルである、項目３１７に記載の化合物
。
（項目３１９）
Ｒ１が、３個のフッ素で置換されたＣ２アルキルである、項目３１８に記載の化合物。
（項目３２０）
Ｒ１が、－ＣＨ２－ＣＦ３である、項目３１９に記載の化合物。
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（項目３２１）
Ｒ１が、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり
、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルの
それぞれの炭素が、２個以下の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ独
立して、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）ア
ルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～
Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択される、項目３
０７に記載の化合物。
（項目３２２）
Ｒ２が水素である、項目３０７に記載の化合物。
（項目３２３）
Ｒ２がＣ１～Ｃ８アルキルである、項目３０７に記載の化合物。
（項目３２４）
Ｒ２がＣ１アルキルである、項目３２３に記載の化合物。
（項目３２５）
Ｒ２がＣ２アルキルである、項目３２３に記載の化合物。
（項目３２６）
Ｒ２が、１～３個の置換基で置換されたＣ１～Ｃ８アルキルである、項目３０７に記載の
化合物。
（項目３２７）
Ｒ２が、１～３個の置換基で置換されたＣ１～Ｃ８アルキルであり、少なくとも１個の置
換基がハロゲン（例えばフッ素）である、項目３２６に記載の化合物。
（項目３２８）
Ｒ２が、１～３個の置換基で置換されたＣ２アルキルである、項目３２６に記載の化合物
。
（項目３２９）
Ｒ２が、１～３個のハロゲンで置換されたＣ２アルキルである、項目３２８に記載の化合
物。
（項目３３０）
Ｒ２が、１～３個のフッ素で置換されたＣ２アルキルである、項目３２９に記載の化合物
。
（項目３３１）
Ｒ２が、３個のフッ素で置換されたＣ２アルキルである、項目３３０に記載の化合物。
（項目３３２）
Ｒ２が、－ＣＨ２－ＣＦ３である、項目３３１に記載の化合物。
（項目３３３）
Ｒ２が、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり
、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルの
それぞれの炭素が、２個以下の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ独
立して、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）ア
ルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～
Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択される、項目３
０７に記載の化合物。
（項目３３４）
Ｒ１およびＲ２が、両方ともＣ１～Ｃ８アルキルである、項目３０７に記載の化合物。
（項目３３５）
Ｒ１およびＲ２が、両方ともＣ１アルキルである、項目３３４に記載の化合物。
（項目３３６）
Ｒ１およびＲ２が、両方ともＣ２アルキルである、項目３３４に記載の化合物。
（項目３３７）
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Ｒ１がＣ１アルキルであり、Ｒ２がＣ２アルキルである、項目３３４に記載の化合物。
（項目３３８）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、１～３個の置換基で置換されたＣ１～Ｃ８アルキルである
、項目３０７に記載の化合物。
（項目３３９）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、１～３個の置換基で置換されたＣ１～Ｃ８アルキルであり
、少なくとも１個の置換基がハロゲン（例えばフッ素）である、項目３３８に記載の化合
物。
（項目３４０）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、１～３個の置換基で置換されたＣ２アルキルである、項目
３３８に記載の化合物。
（項目３４１）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、１～３個のハロゲンで置換されたＣ２アルキルである、項
目３４０に記載の化合物。
（項目３４２）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、１～３個のフッ素で置換されたＣ２アルキルである、項目
３４１に記載の化合物。
（項目３４３）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、３個のフッ素で置換されたＣ２アルキルである、項目３４
２に記載の化合物。
（項目３４４）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、－ＣＨ２－ＣＦ３である、項目３４３に記載の化合物。
（項目３４５）
Ｒ１が水素であり、Ｒ２がＣ１～Ｃ８アルキルである、項目３０７に記載の化合物。
（項目３４６）
Ｒ１が水素であり、Ｒ２がＣ１アルキルである、項目３４５に記載の化合物。
（項目３４７）
Ｒ１が水素であり、Ｒ２がＣ２アルキルである、項目３４５に記載の化合物。
（項目３４８）
Ｒ１およびＲ２と、これらが結合している窒素とで、以下のものから選択される基を形成
する、項目３０７に記載の化合物：
【化１１６】

。
（項目３４９）
Ｒ３が水素である、項目３０７に記載の化合物。
（項目３５０）
Ｒ３が、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり
、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルの
それぞれの炭素が、２個以下の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ独
立して、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）ア
ルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～
Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択される、項目３
０７に記載の化合物。
（項目３５１）
Ｒ４が、Ｃ１～Ｃ８アルキルである、項目３０７に記載の化合物。
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（項目３５２）
Ｒ４が、Ｃ１アルキルである、項目３５１に記載の化合物。
（項目３５３）
Ｒ４が、Ｃ２アルキルである、項目３５１に記載の化合物。
（項目３５４）
Ｒ４が、Ｃ３アルキルである、項目３５１に記載の化合物。
（項目３５５）
Ｒ４が、Ｃ４アルキルである、項目３５１に記載の化合物。
（項目３５６）
Ｒ４が、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり
、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルのそれぞれ
の炭素が、２個以下の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ独立して、
シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、
アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アル
キルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択される、項目３０７に記
載の化合物。
（項目３５７）
Ｒ５がハロゲンである、項目３０７に記載の化合物。
（項目３５８）
Ｒ５がフッ素である、項目３５７に記載の化合物。
（項目３５９）
Ｒ５が、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり
、それぞれの炭素が、２個以下の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ
独立して、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）
アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１

～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択される、項目
３０７に記載の化合物。
（項目３６０）
ｎが０である、項目３０７に記載の化合物。
（項目３６１）
ｎが１である、項目３０７に記載の化合物。
（項目３６２）
Ｒ８がハロゲンである、項目３６１に記載の化合物。
（項目３６３）
Ｒ８がフッ素である、項目３６２に記載の化合物。
（項目３６４）
項目３０７に記載の式ＩＶの化合物を含む、医薬組成物。
（項目３６５）
項目３０７に記載の式ＩＶの化合物を含む、投薬形態。
（項目３６６）
前記投薬形態が、経口投薬形態である、項目３６５に記載の投薬形態。
（項目３６７）
被検体に項目３０７に記載の式ＩＶの化合物を投与し、肥満を処置する工程を含む、該被
検体において肥満を処置する方法。
（項目３６８）
被検体に項目３０７に記載の式ＩＶの化合物を投与し、強迫性障害（ＯＣＤ）を処置する
工程を含む、該被検体においてＯＣＤを処置する方法。
（項目３６９）
被検体に項目３０７に記載の式ＩＶの化合物を投与し、被検体の食欲を抑制する工程を含
む、該被検体において食欲を抑制する方法。
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（項目３７０）
被検体に項目３０７に記載の式ＩＶの化合物を投与し、統合失調症または精神病を処置す
る工程を含む、該被検体において統合失調症または精神病を処置する方法。
（項目３７１）
被検体に項目３０７に記載の式ＩＶの化合物を投与し、被検体の不安または鬱病を処置す
る工程を含む、該被検体において不安または鬱病を処置する方法。
（項目３７２）
被検体に項目３０７に記載の式ＩＶの化合物を投与し、被検体の糖尿病を処置する工程を
含む、該被検体において糖尿病を処置する方法。
（項目３７３）
被検体に項目３０７に記載の式ＩＶの化合物を投与し、被検体の注意欠陥多動性障害（Ａ
ＤＨＤ）を処置する工程を含む、該被検体においてＡＤＨＤを処置する方法。
（項目３７４）
被検体に項目３０７に記載の式ＩＶの化合物を投与し、中枢神経系の障害を処置する工程
を含む、該被検体において中枢神経系の障害を処置する方法。
（項目３７５）
前記中枢神経系の障害が、てんかん、アルツハイマー病、性的不全、依存症、神経性無食
欲症、トゥレット症候群、および抜毛癖からなる群から選択される、項目３７４に記載の
方法。
（項目３７６）
イヌ被検体に項目３０７に記載の式ＩＶの化合物を投与し、肢端舐性皮膚炎（ＡＬＤ）を
処置する工程を含む、該イヌ被検体において肢端舐性皮膚炎を処置する方法。
（項目３７７）
式Ｖを有する化合物
【化１１７】

　〔式中、
　Ａは、Ｃ１～Ｃ４アルキレン、Ｃ２～Ｃ４アルケニレンまたはＣ２～Ｃ４アルキニレン
であり；
　Ｒ１およびＲ２は、それぞれの場合について独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２

～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、
Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルは、場合により、１～３個の置換基で
置換されており、これらの置換基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ
、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８

アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホ
ルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択され；
　Ｒ３は、Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニル
であり、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキ
ニルは、場合により、１～３個の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ
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独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ

２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）ア
ミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択さ
れるか；または、Ｒ３は、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ＣＯＯ
Ｈ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミ
ノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノおよびジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から選
択され；
　Ｒ４は、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであ
り、これらはそれぞれ、場合により、１～３個の置換基で置換されており、これらの置換
基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－
ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ

８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミルおよびＣＯＯＨからなる
群から選択されるか；または、Ｒ４は、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ヒド
ロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１

～Ｃ８アルキルアミノ、およびジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から選択され
；
　Ｒ５は、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであ
り、これらはそれぞれ、場合により、１～３個の置換基で置換されており、これらの置換
基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－
ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、およびジ（Ｃ

１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から選択されるか；または
　Ｒ５は、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ＣＯＯＨ、ヒドロキシ
、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８

アルキルアミノ、またはジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノであり；
　Ｒ８は、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ＣＯＯＨ、ヒドロキシ
、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８

アルキルアミノ、またはジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノであり；
　ｎは、０、１または２である。〕
またはその医薬的に許容される塩を含む、医薬組成物。
（項目３７８）
Ａが、Ｃ１～Ｃ４アルキレンである、項目３７７に記載の組成物。
（項目３７９）
Ａが、Ｃ２アルキレンである、項目３７８に記載の組成物。
（項目３８０）
Ｒ１が水素である、項目３７７に記載の組成物。
（項目３８１）
Ｒ１がＣ１～Ｃ８アルキルである、項目３７７に記載の組成物。
（項目３８２）
Ｒ１がＣ１アルキルである、項目３８１に記載の組成物。
（項目３８３）
Ｒ１がＣ２アルキルである、項目３８１に記載の組成物。
（項目３８４）
Ｒ１が、１～３個の置換基で置換されたＣ１～Ｃ８アルキルである、項目３７７に記載の
組成物。
（項目３８５）
Ｒ１が、１～３個の置換基で置換されたＣ１～Ｃ８アルキルであり、少なくとも１個の置
換基がハロゲン（例えばフッ素）である、項目３８４に記載の組成物。
（項目３８６）
Ｒ１が、１～３個の置換基で置換されたＣ２アルキルである、項目３８４に記載の組成物
。
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（項目３８７）
Ｒ１が、１～３個のハロゲンで置換されたＣ２アルキルである、項目３８６に記載の組成
物。
（項目３８８）
Ｒ１が、１～３個のフッ素で置換されたＣ２アルキルである、項目３８７に記載の組成物
。
（項目３８９）
Ｒ１が、３個のフッ素で置換されたＣ２アルキルである、項目３８８に記載の組成物。
（項目３９０）
Ｒ１が、－ＣＨ２－ＣＦ３である、項目３８９に記載の組成物。
（項目３９１）
Ｒ１が、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり
、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルの
それぞれの炭素が、２個以下の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ独
立して、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）ア
ルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～
Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択される、項目３
７７に記載の組成物。
（項目３９２）
Ｒ２が水素である、項目３７７に記載の組成物。
（項目３９３）
Ｒ２がＣ１～Ｃ８アルキルである、項目３７７に記載の組成物。
（項目３９４）
Ｒ２がＣ１アルキルである、項目３９３に記載の組成物。
（項目３９５）
Ｒ２がＣ２アルキルである、項目３９３に記載の組成物。
（項目３９６）
Ｒ２が、１～３個の置換基で置換されたＣ１～Ｃ８アルキルである、項目３７７に記載の
組成物。
（項目３９７）
Ｒ２が、１～３個の置換基で置換されたＣ１～Ｃ８アルキルであり、少なくとも１個の置
換基がハロゲン（例えばフッ素）である、項目３９６に記載の組成物。
（項目３９８）
Ｒ２が、１～３個の置換基で置換されたＣ２アルキルである、項目３９６に記載の組成物
。
（項目３９９）
Ｒ２が、１～３個のハロゲンで置換されたＣ２アルキルである、項目３９８に記載の組成
物。
（項目４００）
Ｒ２が、１～３個のフッ素で置換されたＣ２アルキルである、項目３９９に記載の組成物
。
（項目４０１）
Ｒ２が、３個のフッ素で置換されたＣ２アルキルである、項目４００に記載の組成物。
（項目４０２）
Ｒ２が、－ＣＨ２－ＣＦ３である、項目４０１に記載の組成物。
（項目４０３）
Ｒ２が、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり
、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルの
それぞれの炭素が、２個以下の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ独
立して、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）ア
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ルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～
Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択される、項目３
７７に記載の組成物。
（項目４０４）
Ｒ１およびＲ２が、両方ともＣ１～Ｃ８アルキルである、項目３７７に記載の組成物。
（項目４０５）
Ｒ１およびＲ２が、両方ともＣ１アルキルである、項目４０４に記載の組成物。
（項目４０６）
Ｒ１およびＲ２が、両方ともＣ２アルキルである、項目４０４に記載の組成物。
（項目４０７）
Ｒ１がＣ１アルキルであり、Ｒ２がＣ２アルキルである、項目４０４に記載の組成物。
（項目４０８）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、１～３個の置換基で置換されたＣ１～Ｃ８アルキルである
、項目３７７に記載の組成物。
（項目４０９）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、１～３個の置換基で置換されたＣ１～Ｃ８アルキルであり
、少なくとも１個の置換基がハロゲン（例えばフッ素）である、項目４０８に記載の組成
物。
（項目４１０）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、１～３個の置換基で置換されたＣ２アルキルである、項目
４０８に記載の組成物。
（項目４１１）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、１～３個のハロゲンで置換されたＣ２アルキルである、項
目４１０に記載の組成物。
（項目４１２）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、１～３個のフッ素で置換されたＣ２アルキルである、項目
４１１に記載の組成物。
（項目４１３）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、３個のフッ素で置換されたＣ２アルキルである、項目４１
２に記載の組成物。
（項目４１４）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、－ＣＨ２－ＣＦ３である、項目４１３に記載の組成物。
（項目４１５）
Ｒ１が水素であり、Ｒ２がＣ１～Ｃ８アルキルである、項目３７７に記載の組成物。
（項目４１６）
Ｒ１が水素であり、Ｒ２がＣ１アルキルである、項目４１５に記載の組成物。
（項目４１７）
Ｒ１が水素であり、Ｒ２がＣ２アルキルである、項目４１５に記載の組成物。
（項目４１８）
Ｒ１およびＲ２と、これらが結合している窒素とで、以下のものから選択される基を形成
する、項目３７７に記載の組成物：
【化１１８】

。
（項目４１９）
Ｒ３が水素である、項目３７７に記載の組成物。
（項目４２０）
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Ｒ３が、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり
、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルの
それぞれの炭素が、２個以下の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ独
立して、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）ア
ルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～
Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択される、項目３
７７に記載の組成物。
（項目４２１）
Ｒ４がＣ１～Ｃ８アルキルである、項目３７７に記載の組成物。
（項目４２２）
Ｒ４がＣ１アルキルである、項目４２１に記載の組成物。
（項目４２３）
Ｒ４がＣ２アルキルである、項目４２１に記載の組成物。
（項目４２４）
Ｒ４がＣ３アルキルである、項目４２１に記載の組成物。
（項目４２５）
Ｒ４がＣ４アルキルである、項目４２１に記載の組成物。
（項目４２６）
Ｒ４が、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり
、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルの
それぞれの炭素が、２個以下の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ独
立して、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）ア
ルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～
Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択される、項目３
７７に記載の組成物。
（項目４２７）
Ｒ５がハロゲンである、項目３７７に記載の組成物。
（項目４２８）
Ｒ５がフッ素である、項目４２７に記載の組成物。
（項目４２９）
Ｒ５が、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり
、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルの
それぞれの炭素が、２個以下の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ独
立して、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）ア
ルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～
Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択される、項目３
７７に記載の組成物。
（項目４３０）
ｎが０である、項目３７７に記載の組成物。
（項目４３１）
ｎが１である、項目３７７に記載の組成物。
（項目４３２）
Ｒ８がハロゲンである、項目４３１に記載の組成物。
（項目４３３）
Ｒ８がフッ素である、項目４３２に記載の組成物。
（項目４３４）
項目３７７に記載の式Ｖの化合物を含む、投薬形態。
（項目４３５）
前記投薬形態が、経口投薬形態である、項目４３４に記載の投薬形態。
（項目４３６）
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被検体に項目３７７に記載の式Ｖの化合物を投与し、肥満を処置する工程を含む、該被検
体において肥満を処置する方法。
（項目４３７）
被検体に項目３７７に記載の式Ｖの化合物を投与し、強迫性障害（ＯＣＤ）を処置する工
程を含む、該被検体においてＯＣＤを処置する方法。
（項目４３８）
被検体に項目３７７に記載の式Ｖの化合物を投与し、被検体の食欲を抑制する工程を含む
、該被検体において食欲を抑制する方法。
（項目４３９）
被検体に項目３７７に記載の式Ｖの化合物を投与し、統合失調症または精神病を処置する
工程を含む、該被検体において統合失調症または精神病を処置する方法。
（項目４４０）
被検体に項目３７７に記載の式Ｖの化合物を投与し、被検体の不安または鬱病を処置する
工程を含む、該被検体において不安または鬱病を処置する方法。
（項目４４１）
被検体に項目３７７に記載の式Ｖの化合物を投与し、被検体の糖尿病を処置する工程を含
む、該被検体において糖尿病を処置する方法。
（項目４４２）
被検体に項目３７７に記載の式Ｖの化合物を投与し、被検体の注意欠陥多動性障害（ＡＤ
ＨＤ）を処置する工程を含む、該被検体においてＡＤＨＤを処置する方法。
（項目４４３）
被検体に項目３７７に記載の式Ｖの化合物を投与し、中枢神経系の障害を処置する工程を
含む、該被検体において中枢神経系の障害を処置する方法。
（項目４４４）
前記中枢神経系の障害が、てんかん、アルツハイマー病、性的不全、依存症、神経性無食
欲症、トゥレット症候群、および抜毛癖からなる群から選択される、項目４４３に記載の
方法。
（項目４４５）
イヌ被検体に項目３７７に記載の式Ｖの化合物を投与し、肢端舐性皮膚炎（ＡＬＤ）を処
置する工程を含む、該イヌ被検体において肢端舐性皮膚炎を処置する方法。
（項目４４６）
式ＶＩを有する化合物
【化１１９】

　〔式中、
　Ａは、Ｃ１～Ｃ４アルキレン、Ｃ２～Ｃ４アルケニレンまたはＣ２～Ｃ４アルキニレン
であり；
　Ｒ１およびＲ２は、それぞれの場合について独立して、Ｈ、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２

～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、
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Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルは、場合により、１～３個の置換基で
置換されており、これらの置換基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ
、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８

アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホ
ルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択され；
　Ｒ３は、水素、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニ
ルであり、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アル
キニルは、場合により、１～３個の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞ
れ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（
Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）
アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択
されるか；または、Ｒ３は、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ＣＯ
ＯＨ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、ア
ミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノおよびジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から
選択され；
　Ｒ４は、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであ
り、これらはそれぞれ、場合により、１～３個の置換基で置換されており、これらの置換
基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－
ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ

８アルキル）アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミルおよびＣＯＯＨからなる
群から選択されるか；または、Ｒ４は、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ヒド
ロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１

～Ｃ８アルキルアミノ、およびジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から選択され
；
　Ｒ５は、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであ
り、これらはそれぞれ、場合により、１～３個の置換基で置換されており、これらの置換
基は、それぞれ独立して、ハロゲン、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－
ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、およびジ（Ｃ

１～Ｃ８アルキル）アミノからなる群から選択されるか；または
　Ｒ５は、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ＣＯＯＨ、ヒドロキシ
、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８

アルキルアミノ、またはジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノであり；
　Ｒ８は、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、ＣＯＯＨ、ヒドロキシ
、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）アルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８

アルキルアミノ、またはジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノであり；
　ｎは、０、１または２である。〕
またはその医薬的に許容される塩を含む、医薬組成物。
（項目４４７）
Ａが、Ｃ１～Ｃ４アルキレンである、項目４４６に記載の組成物。
（項目４４８）
Ａが、Ｃ２アルキレンである、項目４４７に記載の組成物。
（項目４４９）
Ｒ１が水素である、項目４４６に記載の組成物。
（項目４５０）
Ｒ１がＣ１～Ｃ８アルキルである、項目４４６に記載の組成物。
（項目４５１）
Ｒ１がＣ１アルキルである、項目４５０に記載の組成物。
（項目４５２）
Ｒ１がＣ２アルキルである、項目４５０に記載の組成物。
（項目４５３）
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Ｒ１が、１～３個の置換基で置換されたＣ１～Ｃ８アルキルである、項目４４６に記載の
組成物。
（項目４５４）
Ｒ１が、１～３個の置換基で置換されたＣ１～Ｃ８アルキルであり、少なくとも１個の置
換基がハロゲン（例えばフッ素）である、項目４５３に記載の組成物。
（項目４５５）
Ｒ１が、１～３個の置換基で置換されたＣ２アルキルである、項目４５３に記載の組成物
。
（項目４５６）
Ｒ１が、１～３個のハロゲンで置換されたＣ２アルキルである、項目４５５に記載の組成
物。
（項目４５７）
Ｒ１が、１～３個のフッ素で置換されたＣ２アルキルである、項目４５６に記載の組成物
。
（項目４５８）
Ｒ１が、３個のフッ素で置換されたＣ２アルキルである、項目４５７に記載の組成物。
（項目４５９）
Ｒ１が、－ＣＨ２－ＣＦ３である、項目４５８に記載の組成物。
（項目４６０）
Ｒ１が、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり
、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルの
それぞれの炭素が、２個以下の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ独
立して、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）ア
ルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～
Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択される、項目４
４６に記載の組成物。
（項目４６１）
Ｒ２が水素である、項目４４６に記載の組成物。
（項目４６２）
Ｒ２がＣ１～Ｃ８アルキルである、項目４４６に記載の組成物。
（項目４６３）
Ｒ２がＣ１アルキルである、項目４６２に記載の組成物。
（項目４６４）
Ｒ２がＣ２アルキルである、項目４６２に記載の組成物。
（項目４６５）
Ｒ２が、１～３個の置換基で置換されたＣ１～Ｃ８アルキルである、項目４４６に記載の
組成物。
（項目４６６）
Ｒ２が、１～３個の置換基で置換されたＣ１～Ｃ８アルキルであり、少なくとも１個の置
換基がハロゲン（例えばフッ素）である、項目４６５に記載の組成物。
（項目４６７）
Ｒ２が、１～３個の置換基で置換されたＣ２アルキルである、項目４６５に記載の組成物
。
（項目４６８）
Ｒ２が、１～３個のハロゲンで置換されたＣ２アルキルである、項目４６７に記載の組成
物。
（項目４６９）
Ｒ２が、１～３個のフッ素で置換されたＣ２アルキルである、項目４６８に記載の組成物
。
（項目４７０）
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Ｒ２が、３個のフッ素で置換されたＣ２アルキルである、項目４６９に記載の組成物。
（項目４７１）
Ｒ２が、－ＣＨ２－ＣＦ３である、項目４７０に記載の組成物。
（項目４７２）
Ｒ２が、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり
、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルの
それぞれの炭素が、２個以下の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ独
立して、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）ア
ルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～
Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択される、項目４
４６に記載の組成物。
（項目４７３）
Ｒ１およびＲ２が、両方ともＣ１～Ｃ８アルキルである、項目４４６に記載の組成物。
（項目４７４）
Ｒ１およびＲ２が、両方ともＣ１アルキルである、項目４７３に記載の組成物。
（項目４７５）
Ｒ１およびＲ２が、両方ともＣ２アルキルである、項目４７３に記載の組成物。
（項目４７６）
Ｒ１がＣ１アルキルであり、Ｒ２がＣ２アルキルである、項目４７３に記載の組成物。
（項目４７７）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、１～３個の置換基で置換されたＣ１～Ｃ８アルキルである
、項目４４６に記載の組成物。
（項目４７８）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、１～３個の置換基で置換されたＣ１～Ｃ８アルキルであり
、少なくとも１個の置換基がハロゲン（例えばフッ素）である、項目４７７に記載の組成
物。
（項目４７９）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、１～３個の置換基で置換されたＣ２アルキルである、請求
項４７７に記載の組成物。
（項目４８０）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、１～３個のハロゲンで置換されたＣ２アルキルである、項
目４７９に記載の組成物。
（項目４８１）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、１～３個のフッ素で置換されたＣ２アルキルである、項目
４８０に記載の組成物。
（項目４８２）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、３個のフッ素で置換されたＣ２アルキルである、項目４８
１に記載の組成物。
（項目４８３）
Ｒ１およびＲ２が、両方とも、－ＣＨ２－ＣＦ３である、項目４８２に記載の組成物。
（項目４８４）
Ｒ１が水素であり、Ｒ２がＣ１～Ｃ８アルキルである、項目４４６に記載の組成物。
（項目４８５）
Ｒ１が水素であり、Ｒ２がＣ１アルキルである、項目４８４に記載の組成物。
（項目４８６）
Ｒ１が水素であり、Ｒ２がＣ２アルキルである、項目４８４に記載の組成物。
（項目４８７）
Ｒ１およびＲ２と、これらが結合している窒素とで、以下のものから選択される基を形成
する、項目４４６に記載の組成物：
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【化１２０】

（項目４８８）
Ｒ３が水素である、項目４４６に記載の組成物。
（項目４８９）
Ｒ３が、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり
、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルの
それぞれの炭素が、２個以下の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ独
立して、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）ア
ルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～
Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択される、項目４
４６に記載の組成物。
（項目４９０）
Ｒ４がＣ１～Ｃ８アルキルである、項目４４６に記載の組成物。
（項目４９１）
Ｒ４がＣ１アルキルである、項目４９０に記載の組成物。
（項目４９２）
Ｒ４がＣ２アルキルである、項目４９０に記載の組成物。
（項目４９３）
Ｒ４がＣ３アルキルである、項目４９０に記載の組成物。
（項目４９４）
Ｒ４がＣ４アルキルである、項目４９０に記載の組成物。
（項目４９５）
Ｒ４が、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり
、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルの
それぞれの炭素が、２個以下の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ独
立して、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）ア
ルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～
Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択される、項目４
４６に記載の組成物。
（項目４９６）
Ｒ５がハロゲンである、項目４４６に記載の組成物。
（項目４９７）
Ｒ５がフッ素である、項目４９６に記載の組成物。
（項目４９８）
Ｒ５が、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルであり
、ここで、該Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルまたはＣ２～Ｃ８アルキニルの
それぞれの炭素が、２個以下の置換基で置換されており、これらの置換基は、それぞれ独
立して、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシル、－ＳＨ、チオ（Ｃ２～Ｃ８）ア
ルキル、アミノ、Ｃ１～Ｃ８アルキルアミノ、ジ（Ｃ１～Ｃ８アルキル）アミノ、Ｃ１～
Ｃ８アルキルスルホニル、ホルミル、およびＣＯＯＨからなる群から選択される、項目４
４６に記載の組成物。
（項目４９９）
ｎが０である、項目４４６に記載の組成物。
（項目５００）
ｎが１である、項目４４６に記載の組成物。
（項目５０１）
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Ｒ８がハロゲンである、項目５００に記載の組成物。
（項目５０２）
Ｒ８がフッ素である、項目５０１に記載の組成物。
（項目５０３）
項目４４６に記載の式ＶＩの化合物を含む、投薬形態。
（項目５０４）
前記投薬形態が、経口投薬形態である、項目５０３に記載の投薬形態。
（項目５０５）
被検体に項目４４６に記載の式ＶＩの化合物を投与し、肥満を処置する工程を含む、該被
検体において肥満を処置する方法。
（項目５０６）
被検体に項目４４６に記載の式ＶＩの化合物を投与し、強迫性障害（ＯＣＤ）を処置する
工程を含む、該被検体においてＯＣＤを処置する方法。
（項目５０７）
被検体に項目４４６に記載の式ＶＩの化合物を投与し、被検体の食欲を抑制する工程を含
む、該被検体において食欲を抑制する方法。
（項目５０８）
被検体に項目４４６に記載の式ＶＩの化合物を投与し、統合失調症または精神病を処置す
る工程を含む、該被検体において統合失調症または精神病を処置する方法。
（項目５０９）
被検体に項目４４６に記載の式ＶＩの化合物を投与し、被検体の不安または鬱病を処置す
る工程を含む、該被検体において不安または鬱病を処置する方法。
（項目５１０）
被検体に項目４４６に記載の式ＶＩの化合物を投与し、被検体の糖尿病を処置する工程を
含む、該被検体において糖尿病を処置する方法。
（項目５１１）
被検体に項目４４６に記載の式ＶＩの化合物を投与し、被検体の注意欠陥多動性障害（Ａ
ＤＨＤ）を処置する工程を含む、該被検体においてＡＤＨＤを処置する方法。
（項目５１２）
被検体に項目４４６に記載の式ＶＩの化合物を投与し、中枢神経系の障害を処置する工程
を含む、該被検体において中枢神経系の障害を処置する方法。
（項目５１３）
前記中枢神経系の障害が、てんかん、アルツハイマー病、性的不全、依存症、神経性無食
欲症、トゥレット症候群、および抜毛癖からなる群から選択される、項目５１２に記載の
方法。
（項目５１４）
イヌ被検体に項目４４６に記載の式ＶＩの化合物を投与し、肢端舐性皮膚炎（ＡＬＤ）を
処置する工程を含む、該イヌ被検体において肢端舐性皮膚炎を処置する方法。
（項目５１５）
構造式ＶＩＩによってあらわされる化合物
【化１２１】
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　〔式中、
　Ｆは、５位、６位または７位の少なくとも１つに存在し；
　Ｒ４およびＲ７は、独立して、Ｃ１～Ｃ８アルキルから選択される。〕
またはその医薬的に許容される塩。
（項目５１６）
Ｒ４がＣ１アルキルである、項目５１５に記載の化合物。
（項目５１７）
Ｒ４がＣ２アルキルである、項目５１５に記載の化合物。
（項目５１８）
Ｒ４がＣ３アルキルである、項目５１５に記載の化合物。
（項目５１９）
Ｒ７がＣ１アルキルである、項目５１５に記載の化合物。
（項目５２０）
Ｒ７がＣ２アルキルである、項目５１５に記載の化合物。
（項目５２１）
Ｒ７がＣ３アルキルである、項目５１５に記載の化合物。
（項目５２２）
Ｆが５位に存在する、項目５１５に記載の化合物。
（項目５２３）
Ｆが６位に存在する、項目５１５に記載の化合物。
（項目５２４）
Ｆが７位に存在する、項目５１５に記載の化合物。
（項目５２５）
Ｆが５位および６位に存在する、項目５１５に記載の化合物。
（項目５２６）
Ｆが５位および７位に存在する、項目５１５に記載の化合物。
（項目５２７）
Ｆが６位および７位に存在する、項目５１５に記載の化合物。
（項目５２８）
項目５１５に記載の式ＶＩＩの化合物を含む、医薬組成物。
（項目５２９）
項目５１５に記載の式ＶＩＩの化合物を含む、投薬形態。
（項目５３０）
前記投薬形態が、経口投薬形態である、項目５２９に記載の投薬形態。
（項目５３１）
被検体に項目５１５に記載の式ＶＩＩの化合物を投与し、肥満を処置する工程を含む、該
被検体において肥満を処置する方法。
（項目５３２）
被検体に項目５１５に記載の式ＶＩＩの化合物を投与し、強迫性障害（ＯＣＤ）を処置す
る工程を含む、該被検体においてＯＣＤを処置する方法。
（項目５３３）
被検体に項目５１５に記載の式ＶＩＩの化合物を投与し、被検体の食欲を抑制する工程を
含む、該被検体において食欲を抑制する方法。
（項目５３４）
被検体に項目５１５に記載の式ＶＩＩの化合物を投与し、統合失調症または精神病を処置
する工程を含む、該被検体において統合失調症または精神病を処置する方法。
（項目５３５）
被検体に項目５１５に記載の式ＶＩＩの化合物を投与し、被検体の不安または鬱病を処置
する工程を含む、該被検体において不安または鬱病を処置する方法。
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（項目５３６）
被検体に項目５１５に記載の式ＶＩＩの化合物を投与し、被検体の糖尿病を処置する工程
を含む、該被検体において糖尿病を処置する方法。
（項目５３７）
被検体に項目５１５に記載の式ＶＩＩの化合物を投与し、被検体の注意欠陥多動性障害（
ＡＤＨＤ）を処置する工程を含む、該被検体においてＡＤＨＤを処置する方法。
（項目５３８）
被検体に項目５１５に記載の式ＶＩＩの化合物を投与し、中枢神経系の障害を処置する工
程を含む、該被検体において中枢神経系の障害を処置する方法。
（項目５３９）
前記中枢神経系の障害が、てんかん、アルツハイマー病、性的不全、依存症、神経性無食
欲症、トゥレット症候群、および抜毛癖からなる群から選択される、項目５３８に記載の
方法。
（項目５４０）
イヌ被検体に項目５１５に記載の式ＶＩＩの化合物を投与し、肢端舐性皮膚炎（ＡＬＤ）
を処置する工程を含む、該イヌ被検体において肢端舐性皮膚炎を処置する方法。
（項目５４１）
図１０ａまたは１０ｂに開示されている化合物から選択される化合物、またはその医薬的
に許容される塩。
（項目５４２）
前記化合物がＨＣｌ塩である、項目５４１に記載の化合物。
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